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木
更
津
市
消
防
出
初
式
が
令
和

２
年
１
月
19
日
（
日
）
旧
市
役
所

敷
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
最
初
の
出
初
式
は
晴
天
に

恵
ま
れ
消
防
職
員
、
消
防
団
員
、

自
衛
隊
の
行
進
に
続
き
、
各
種
消

防
車
両
、
自
衛
隊
車
両
の
お
披
露

目
か
ら
始
ま
り
、
式
典
で
は
功
績

の
あ
っ
た
消
防
団
員
や
、
日
ご
ろ

家
庭
で
団
員
を
支
え
て
頂
い
た
方

へ
の
内
助
の
功
な
ど
の
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
広
場
で
は
、
チ
ー
バ
く
ん

や
き
さ
ポ
ン
な
ど
の
マ
ス
コ
ッ
ト

が
集
合
し
、
子
供
消
防
車
や
消
防

服
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
の
展
示
、

は
し
ご
車
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は

子
供
た
ち
の
行
列
が
で
き
、
体
験

し
た
子
供
か
ら
は
「
楽
し
か
っ

た
！
」「
少
し
こ
わ
か
っ
た
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
災
害

救
助
を
想
定
し
た
連
携
総
合
訓
練

で
は
、
消
防
職
員
、
消
防
団
員
、

機
能
別
分
団
女
性
部
の
連
携
や
、

千
葉
市
消
防
局
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
救
助
訓
練
、
は
し
ご
車
か
ら

の
放
水
訓
練
な
ど
、
災
害
現
場
の

緊
張
感
や
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　　（１）



水
害
防
災
避
難

水
害
防
災
避
難

水
害
防
災
避
難

最
新
情
報
に
注
意

大
雨
警
報

避
難
方
法
な
ど
確
認

全
員
避
難

高
齢
者
な
ど
避
難

命
を
守
っ
て

避
難
勧
告
を
待
た
な
い

避
難
所
へ
の
移
動
が

困
難
な
時
は

命
を
守
る
の
は
自
分

避
難
の

　
ポ
イ
ン
ト

　
昨
年
の
台
風
15
号
、
19
号
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
こ
の
台
風
に
よ
っ
て
家
屋
の
損
壊
、
倒
木
、
電
柱
の
倒
壊
な
ど
様
々
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
は
災
害
時
の
避
難
、
初
期
消
火
等
に
つ
い
て

再
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

「
大
雨
・
洪
水
警
報
」や
川
の「
氾

濫
警
戒
情
報
」な
ど
が
発
表
さ
れ
、

自
治
体
か
ら
は
「
避
難
準
備
・
高

齢
者
等
避
難
開
始
」
と
い
う
情
報

が
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
情
報
が
発

表
さ
れ
た
ら
、
お
年
寄
り
や
体
の

不
自
由
な
人
な
ど
避
難
に
時
間
が

か
か
る
人
は
避
難
を
始
め
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
他
の
人
も
避
難
の
準

備
を
し
た
り
自
主
的
に
避
難
を
始

め
た
り
す
る
段
階
で
す
。

　

土
砂
災
害
の
危
険
性
が
さ
ら
に

高
ま
っ
て「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

が
出
さ
れ
た
り
、
川
が
い
つ
氾
濫

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
と

な
っ
て
「
氾
濫
危
険
情
報
」
が
発

表
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
自
治
体
か

ら
は
「
避
難
勧
告
」
が
出
さ
れ
ま

す
。
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な

人
だ
け
で
な
く
、
対
象
地
域
の
全

員
が
避
難
場
所
な
ど
安
全
な
場
所

に
速
や
か
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
災
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が

極
め
て
高
い
状
況
と
な
り
、
自
治

体
が
重
ね
て
避
難
を
呼
び
か
け
る

場
合
に
「
避
難
指
示
（
緊
急
）」

が
発
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
点
で
ま
だ
避
難
し
て

い
な
い
人
は
直
ち
に
避
難
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

既
に
災
害
が
発
生
ま
た
は
発
生

し
て
い
る
可
能
性
が
極
め
て
高
い

状
況
で
す
。
川
が
氾
濫
し
て
「
氾

濫
発
生
情
報
」
が
出
た
り
、
気
象

庁
か
ら
大
雨
特
別
警
報
が
発
表
さ

れ
た
り
し
ま
す
。
自
治
体
が
土
砂

災
害
な
ど
の
発
生
を
確
認
し
た
場

合
に
は
災
害
発
生
情
報
を
出
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
の
命
を
守
る
た
め

に
最
善
の
行
動
を
取
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

避
難
勧
告
に
な
っ
て
か
ら
避
難

を
始
め
る
の
は
、
手
遅
れ
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
避
難
勧
告

を
待
た
ず
に
、
避
難
準
備
の
情
報

が
出
た
ら
全
員
避
難
を
始
め
て
く

だ
さ
い
。

　

猛
烈
な
雨
が
数
時
間
降
っ
た
時

な
ど
に
は
一
気
に
状
況
が
悪
化
し

て
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
間

に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

す
で
に
周
囲
で
浸
水
が
始
ま
る
な

ど
、
遠
く
の
避
難
場
所
に
逃
げ
る

と
か
え
っ
て
危
険
な
場
合
に
は
、

近
く
の
安
全
な
場
所
や
建
物
に
逃

げ
る
こ
と
も
選
択
肢
の
一
つ
で

す
。
山
間
の
中
小
河
川
が
氾
濫
し

た
場
合
に
は
、
川
か
ら
の
距
離
や

わ
ず
か
な
標
高
の
差
で
被
害
の
程

度
に
大
き
な
差
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
少
し
で
も
安
全
な
場
所

を
探
し
て
く
だ
さ
い
。
す
で
に
外

に
出
る
の
が
危
険
な
場
合
に
は
、

少
し
で
も
命
が
助
か
る
可
能
性
が

高
い
行
動
と
し
て
、
建
物
の
2
階

以
上
や
崖
の
反
対
側
の
部
屋
に
移

動
す
る
「
垂
直
避
難
」
と
い
う
方

法
も
あ
り
ま
す
。

　

防
災
機
関
や
自
治
体
な
ど
は

様
々
な
情
報
を
発
表
し
ま
す
が
、

脅
威
が
間
近
に
迫
っ
て
い
る
と
き

に
行
政
が
一
人
一
人
を
助
け
に
行

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
大
切
な

こ
と
は
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
」
と
い
う
意
識
で
す
。
ふ
だ
ん

か
ら
住
ん
で
い
る
地
域
の
災
害
リ

ス
ク
に
関
心
を
持
ち
、
災
害
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
積
極
的
に

情
報
を
集
め
、
早
め
に
避
難
の
行

動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
台
風
で
警
報
や
注
意

報
、
避
難
指
示
・
避
難
勧
告
な
ど

多
く
の
防
災
情
報
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

国
は
２
０
１
９
年
か
ら
大
雨
の

際
に
発
表
さ
れ
る
防
災
情
報
を
５

段
階
の
レ
ベ
ル
に
分
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。（
表
１
参
照
）

　

気
象
庁
は「
早
期
注
意
報
情
報
」

と
い
う
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

発
表
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
数
日

先
ま
で
に
気
象
警
報
が
出
る
可
能

性
に
つ
い
て
示
し
た
情
報
で
す
。

レ
ベ
ル
1
の
段
階
で
は
こ
う
し
た

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど
大
雨

に
関
す
る
最
新
情
報
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　

気
象
庁
か
ら
は
「
大
雨
・
洪
水

注
意
報
」
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
な

段
階
で
す
。
実
際
に
避
難
す
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
に
、
ど
う
行
動

す
れ
ば
い
い
の
か
改
め
て
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　

突
発
的
に
発
生
す
る
短
時
間
の

大
雨
で
は
、
降
水
量
が
都
市
の
排

水
処
理
能
力
を
超
え
る
こ
と
が
あ

り
、
処
理
し
き
れ
な
か
っ
た
雨
水

は
標
高
が
低
い
場
所
へ
と
流
れ
込

む
た
め
、
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
は
あ
っ

と
い
う
間
に
冠
水
す
る
。
こ
れ
ま

で
に
も
、
車
両
が
冠
水
し
た
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
に
取
り
残
さ
れ
、
水
没

し
た
車
内
で
溺
死
す
る
事
故
も
発

生
し
て
い
る
た
め
、
車
を
運
転
中

に
大
雨
に
遭
遇
し
た
場
合
は
で
き

る
だ
け
低
い
場
所
を
避
け
て
運
転

す
る
。

《
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
と
は
》

　

立
体
交
差
点
で
、
鉄
道

や
道
路
の
下
を
通
る
掘
り

下
げ
式
地
下
道
の
事
を
い
う
。

　

あ
ら
か
じ
め
家
族
と
安
否
確
認

の
連
絡
方
法
を
決
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

連
絡
手
段
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
や
携
帯

電
話
会
社
の
災
害
用
伝
言
板
な
ど

が
あ
り
無
事
が
確
認
で
き
れ
ば
落

ち
着
い
て
か
ら
帰
宅
で
き
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
に
徒
歩
で
帰
宅

す
る
た
め
の
経
路
を
事
前
に
確
認

し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

災
害
時
に
は
「
共
助
」
が
大
切

で
す
。
可
能
な
状
況
で
あ
れ
ば
周

囲
の
救
護
活
動
な
ど
に
積
極
的
に

参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

（２）　　

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
は

近
づ
か
な
い

地
震
発
生
時
の
帰
宅
困
難
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避難警告と避難情報
警報レベル度

警戒レベル５
[市が発令 ]

警戒レベル４
[市が発令 ]

警戒レベル３
[市が発令 ]

警戒レベル２
[気象庁が発表 ]

警戒レベル１
[気象庁が発表 ]

避難情報など

災害発生情報

避難勧告
※避難指示（緊急）

※避難指示（緊急）は、地域の状況に応じて緊急的又は重ねて避難を促す場合などに発令されるため、
　必ず発令されるものではありません。避難勧告が発令された段階で避難しましょう。

避難準備
高齢者等避難開始

大雨注意報
洪水注意報

早期注意情報
（警報級の可能性）

避難行動（とるべき行動）

既に災害が発生しています。
命を守るための最善の行動を取りましょう。

 

 

 

速やかに避難しましょう。
避難先までの移動が危険と思われる場合は、近くの安全な場所への
避難や、自宅内より安全な場所に避難しましょう。

 

避難に時間を要する人（ご高齢の方、障害のある方、乳幼児等）と
その支援者は避難をしましょう。
その他の人は、避難の準備を整えましょう。

避難に備えて、ハザードマップ等により、自らの避難行動を確認
しましょう。

今後、大雨警報などが発表される可能性があります。
災害への心構えを高めましょう。

 

速やかに避難しましょう。
避難先までの移動が危険と思われる場合は、近くの安全な場所への
避難や、自宅内より安全な場所に避難しましょう。
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所

木更津第一小学校
木更津第二小学校
東清小学校
西清小学校
南清小学校
清見台小学校
岩根小学校
高柳小学校
八幡台小学校
金田小学校
富来田小学校
旧富岡小学校
祇園小学校
畑沢小学校
請西小学校
真舟小学校
中郷小学校
木更津第一中学校
木更津第二中学校
木更津第三中学校
岩根中学校
岩根西中学校
太田中学校
畑沢中学校
波岡中学校
鎌足中学校
金田中学校
旧中郷中学校
清川中学校
富来田中学校
文京公民館
八幡台公民館
東清公民館
鎌足公民館

中郷公民館
富来田公民館
岩根公民館
清見台公民館
畑沢公民館
岩根西公民館
富岡公民館
西清川公民館
波岡公民館
桜井公民館
市民体育館
金田地域交流センター
木更津東高等学校
木更津高等学校
拓殖大学紅陵高等学校
志学館中等部・高等部
木更津総合高等学校
清和大学短期大学

木更津商工会館
東京電力㈱木更津支社
木更津駅前西口駐車場
㈱ジェイコム千葉木更津局
龍宮城スパホテル三日月
エルシオン木更津（エルセルモアクア 21）
㈱かずさクリーンシステム
東京ベイプラザホテル
リリー木更津（マンション）
社会医療法人同仁会木更津病院
社会福祉法人鵬和会さつき園
ホテルロイヤルガーデン木更津
東京湾アクアライン管理事務所
海上自衛隊航空補給処

中央 1-11-1
文京 5-6-24
菅生 114
長須賀 2445
ほたる野 3-5
清見台南 1-15-1
西岩根 8-1
高柳 5932
八幡台 4-5-1
中島 2931-1
真里谷 518
下郡 1886
清川 1-1-1
畑沢南 2-16-1
請西 2-8-1
真舟 2-6-1
井尻 789
中央 1-10-1
請西 941
永井作 1-1-1
高柳 3-7-49
久津間 373
東太田 1-2-1
畑沢 1053-1
大久保 3-9-1
矢那 2797
中島 2820
有吉 932
中尾 1096
真里谷 275
文京 2-6-54
八幡台 4-2-1
笹子 469-1
矢那 899-1

井尻 789
真里谷 110
高柳 3-2-1
清見台南 5-1-29
畑沢 1053-12
江川 934-1
下郡 1770-1
永井作 2-11-12
大久保 5-7-1
桜井新町 4-2
貝渕 2-13-40
金田東 6-11-1
木更津 2-2-45
文京 4-1-1
桜井 1403
真舟 3-29-1
東太田 3-4-1
東太田 3-4-2

潮浜 1-17-59
貝渕 3-13-40
中央 1-1-1
大和 2-7-15
北浜町 1
富士見 3-1-1
新港 17-2
新田 2-2-1
中央 3-6-1
岩根 2-3-1
長須賀 1219
大和 1-8-14
中島 2533
江川無番地

2.2
3.6
10.2
3.7
25.3
39.2
3.5
5.5
69
3.2
40.8
31.4
26.7
30.9
44.5
10.6
8.9
1.9
17.8
10.3
5.4
3.3
26.7
42.7
51.8
50.2
2.5
9.8
13.7
33.5
3.8
61.5
10.2
36.2

8.2
23.3
509
1.8
42.6
41.6
2.7
22.6
7.7
35.6
5.6
2.5
3.1
6.7
33.8
62.9
22.8
25.6

施　設　名 住　　所 海抜（m） 海抜（m）住　　所施　設　名

津 波 避 難 ビ ル

避 難 所 一 覧 表

　　（３）

速やかに避難しましょう。
避難先までの移動が危険と思われる場合は、近くの安全な場所への
避難や、自宅内のより安全な場所に避難しましょう。

〈表１〉

〈表２〉



火
災
と
は

（
消
防
庁
の
火
災
の
定
義
）

　　

停
電
復
旧
後
の
通
電
火
災
等
の

二
次
災
害
も
発
生
し
ま
し
た
。
自

然
災
害
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
だ

け
で
は
な
く
二
次
的
な
災
害
と
し

て
の
火
災
に
も
注
意
が
必
要
な
こ

と
を
再
度
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
．
人
の
意
に
反
し
て
発
生
（
放

火
を
含
む
）

二
．
消
火
の
必
要
の
あ
る
燃
焼
現

象
三
．
消
火
施
設
の
利
用
を
必
要
と

す
る
。

※

爆
発
現
象
に
つ
い
て
は
そ
の
現

象
自
体
を
火
災
と
定
義
し
て
い
ま

す
。

一
．
可
燃
物　

二
．
酸
素
供
給
源

三
．
点
火
源

一
．
炎
は
点
火
元
（
下
）
か
ら
上

に
広
が
る
。

二
．
火
に
触
れ
て
な
く
て
も
上
部

は
高
温
と
な
る
。

三
．
燃
焼
の
３
要
素
を
取
り
除
く

と
鎮
静
化
・
消
火
さ
せ
る
に
は
、

冷
却
作
用
・
窒
息
作
用
・
抑
制

作
用
・
燃
焼
物
の
破
壊
が
必
要

一
．
普
通
火
災…

紙
や
木
の
一
般

可
燃
物
が
燃
え
る
火
災
。
燃
焼

に
よ
り
可
燃
性
ガ
ス
が
発
生
し
、

燃
焼
が
継
続
す
る
。

二
．
油
火
災…

天
ぷ
ら
油
、
灯
油
、

ガ
ソ
リ
ン
等
石
油
類
、
樹
脂
が

燃
え
る
火
災
。
油
脂
等
の
温
度

が
上
昇
し
発
火
、
燃
焼
が
継
続

す
る
。

三
．
電
気
火
災…

発
電
機
や
電
気

設
備
か
ら
の
発
火
、
電
気
配
線

の
シ
ョ
ー
ト
等
注
水
す
る
こ
と

で
感
電
の
危
険
が
あ
る
火
災

四
．
金
属
火
災…

ナ
ト
リ
ウ
ム
や

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
に
よ
り
引
き

起
こ
さ
れ
る
火
災
。
物
質
の
反

応
が
継
続
す
る
限
り
消
火
は
難

し
い
。

一
．Ａ
Ｂ
Ｃ
粉
末…

リ
ン
酸
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
を
シ
リ
コ
ン
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
し
て
あ
り
水
に
浮
く
。

抑
制
作
用
が
強
く
、
空
中
に
浮

遊
し
て
い
る
状
態
で
あ
れ
ば
、

可
燃
性
ガ
ス
の
爆
発
を
防
ぐ
効

果
も
あ
る
。

二
．
中
性
強
化
液…

界
面
活
性
剤

に
消
火
薬
剤
が
添
加
さ
れ
て
お

り
、
布
や
木
等
に
染
み
込
み
酸

素
と
の
反
応
を
遮
断
し
、
物
質

の
温
度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
。

た
だ
し
コ
ン
セ
ン
ト
等
の
電
気

設
備
に
放
射
す
る
と
、
中
性
強

化
液
は
導
体
の
た
め
、
濡
れ
た

状
態
で
は
シ
ョ
ー
ト
す
る
。

※
日
本
に
設
置
し
て
あ
る
殆
ど
が

　

以
上
の
２
種
類
で
す
。

三
．
純
水…
純
水
は
不
導
体
の
た

め
、
精
密
機
器
の
消
火
に
も
使

用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
基
盤
が

乾
燥
し
て
か
ら
の
通
電
を
推
奨

し
て
い
る
。

四
．
二
酸
化
炭
素…

炭
酸
ガ
ス
に

よ
り
、
酸
素
濃
度
を
低
下
さ
せ

消
火
す
る
。
ガ
ス
の
た
め
消
火

汚
損
は
な
い
が
、
地
下
や
閉
鎖

空
間
で
は
酸
欠
の
可
能
性
が
あ

る
た
め
使
用
で
き
な
い
。

五
．
機
械
泡…

泡
に
よ
り
火
災
を

包
み
窒
息
・
冷
却
・
抑
制
の
効

果
に
よ
り
消
火
す
る
。
泡
自
体

に
も
煙
を
吸
着
す
る
能
力
が
あ

る
。
た
だ
し
感
電
の
危
険
性
が

あ
り
通
電
し
て
い
る
物
に
放
射

し
て
は
い
け
な
い
。

六
．
金
属
火
災
用
放
射
器…

厳
密

に
は
消
火
器
で
は
な
い
が
、
金

属
が
酸
化
燃
焼
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
泡
を
被
せ
鎮
静
化
さ
せ

る
。

一
．
火
災
を
発
見
し
た
ら
「
火
事

だ
！
火
事
だ
！
○
○
で
火
事

だ
！
」
と
周
囲
に
状
況
を
知
ら

せ
ま
す
。
状
況
を
全
体
に
知
ら

せ
る
こ
と
で
、
事
態
に
早
期
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
．
消
火
器
搬
送…

消
火
器
の
レ

バ
ー
（
ホ
ー
ス
や
放
射
口
の
反

対
側
）
を
下
か
ら
す
く
い
上
げ

る
よ
う
に
持
ち
上
げ
ま
す
。
重

い
場
合
は
脇
に
抱
え
る
と
走
り

易
い
で
す
。

三
．
安
全
確
認…

煙
や
粉
末
薬
剤

の
放
出
で
視
界
が
全
く
な
く
な

り
ま
す
。
必
ず
後
方
や
出
入
口

や
退
避
路
・
誘
導
灯
（
矢
印
や

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）
を
確
認
。
火

元
と
３
ｍ
以
上
距
離
を
置
く
。

四
．
消
火
器
の
使
用
方
法（
ピ
ン
・

ポ
ン
・
パ
ン
）

・
ピ
ン…

安
全
ピ
ン
を
上
に
引
き

抜
く
。

・
ポ
ン…

ホ
ー
ス
の
先
端
を
持
ち
、

ポ
ン
と
引
き
抜
き
火
元（
下
方
）

へ
向
け
る
。
先
端
を
持
つ
こ
と

で
、
薬
剤
の
放
射
操
作
を
容
易

に
す
る
。

・
パ
ン…

上
の
レ
バ
ー
を
強
く
握

り
込
み
、
薬
剤
を
勢
い
よ
く
放

出
す
る
（
パ
ン
）。

五
．
消
火
方
法　

・
火
元
の
下
限
を
ほ
う
き
で
掃
く

よ
う
に
放
射
し
間
合
い
を
詰
め

な
が
ら
最
後
ま
で
薬
剤
を
出
し

切
る
。

・
複
数
本
の
消
火
器
で
十
字
砲
火

の
よ
う
に
消
火
す
る
と
効
果
的

・
屋
外
で
あ
れ
ば
風
上
か
ら
風
下

へ
向
か
っ
て
放
出
す
る
。

・
油
が
燃
え
て
い
る
場
合
、
至
近

距
離
で
放
出
す
る
と
火
の
粉
が

周
囲
に
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
必
ず
充
分
な
距
離
を
と
っ

て
放
出
す
る
。

・
Ａ
Ｂ
Ｃ
粉
末
と
強
化
液
が
あ
る

場
合
は
、
強
化
液
を
浸
透
さ
せ

た
後
、
粉
末
で
蓋
を
す
る
と
再

燃
の
可
能
性
が
低
く
な
る
。

・
車
両
の
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
が
燃

え
て
い
る
場
合
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト

等
を
全
て
開
放
せ
ず
、
隙
間
に

ホ
ー
ス
等
を
差
し
込
み
放
出
す

る
。（
室
内
に
侵
入
で
き
な
い

場
合
も
効
果
的
）

・
片
手
が
負
傷
等
で
使
え
な
い
場

合
、
ホ
ー
ス
を
レ
バ
ー
の
上
で

握
り
込
み
放
出
す
る
。

六
．
初
期
消
火
失
敗
の
判
断…

火

災
が
自
分
の
背
丈
と
同
等
に
な

っ
た
時
や
、
壁
面
・
天
井
に
燃

え
移
っ
た
場
合
は
、
消
火
器
の

能
力
で
消
火
す
る
の
は
難
し
い

の
で
直
ぐ
に
避
難
や
避
難
指
示

を
行
う
。

　

今
後
も
大
き
な
台
風
や
、
水
害

お
よ
び
地
震
等
の
発
生
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
被
害
を
拡
大
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
二
次
災
害
の
発

生
を
予
測
し
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
を
各
ご
家

庭
等
で
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
今

後
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に

備
え
て
い
た
だ
き
自
分
の
身
や
家

族
・
財
産
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

〈
火
災
の
３
要
素
〉

〈
燃
焼
の
３
要
素
〉

〈
火
の
特
性
〉

〈
火
災
の
分
類
〉

〈
火
災
発
見
〜
初
期
消
火
〉

〈
消
火
器
の
種
類
〉

（４）　　

火
災
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と

実
際
に
起
こ
っ
た
時
の
対
応
方
法

火
災
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
と

実
際
に
起
こ
っ
た
時
の
対
応
方
法



▲

　　

停
電
復
旧
後
の
通
電
火
災
等
の

二
次
災
害
も
発
生
し
ま
し
た
。
自

然
災
害
に
よ
る
直
接
的
な
被
害
だ

け
で
は
な
く
二
次
的
な
災
害
と
し

て
の
火
災
に
も
注
意
が
必
要
な
こ

と
を
再
度
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

一
．
人
の
意
に
反
し
て
発
生
（
放

火
を
含
む
）

二
．
消
火
の
必
要
の
あ
る
燃
焼
現

象
三
．
消
火
施
設
の
利
用
を
必
要
と

す
る
。

※

爆
発
現
象
に
つ
い
て
は
そ
の
現

象
自
体
を
火
災
と
定
義
し
て
い
ま

す
。

一
．
可
燃
物　

二
．
酸
素
供
給
源

三
．
点
火
源

一
．
炎
は
点
火
元
（
下
）
か
ら
上

に
広
が
る
。

二
．
火
に
触
れ
て
な
く
て
も
上
部

は
高
温
と
な
る
。

三
．
燃
焼
の
３
要
素
を
取
り
除
く

と
鎮
静
化
・
消
火
さ
せ
る
に
は
、

冷
却
作
用
・
窒
息
作
用
・
抑
制

作
用
・
燃
焼
物
の
破
壊
が
必
要

一
．
普
通
火
災…

紙
や
木
の
一
般

可
燃
物
が
燃
え
る
火
災
。
燃
焼

に
よ
り
可
燃
性
ガ
ス
が
発
生
し
、

燃
焼
が
継
続
す
る
。

二
．
油
火
災…

天
ぷ
ら
油
、
灯
油
、

ガ
ソ
リ
ン
等
石
油
類
、
樹
脂
が

燃
え
る
火
災
。
油
脂
等
の
温
度

が
上
昇
し
発
火
、
燃
焼
が
継
続

す
る
。

三
．
電
気
火
災…

発
電
機
や
電
気

設
備
か
ら
の
発
火
、
電
気
配
線

の
シ
ョ
ー
ト
等
注
水
す
る
こ
と

で
感
電
の
危
険
が
あ
る
火
災

四
．
金
属
火
災…

ナ
ト
リ
ウ
ム
や

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
に
よ
り
引
き

起
こ
さ
れ
る
火
災
。
物
質
の
反

応
が
継
続
す
る
限
り
消
火
は
難

し
い
。

一
．Ａ
Ｂ
Ｃ
粉
末…

リ
ン
酸
ア
ン

モ
ニ
ウ
ム
を
シ
リ
コ
ン
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
し
て
あ
り
水
に
浮
く
。

抑
制
作
用
が
強
く
、
空
中
に
浮

遊
し
て
い
る
状
態
で
あ
れ
ば
、

可
燃
性
ガ
ス
の
爆
発
を
防
ぐ
効

果
も
あ
る
。

二
．
中
性
強
化
液…

界
面
活
性
剤

に
消
火
薬
剤
が
添
加
さ
れ
て
お

り
、
布
や
木
等
に
染
み
込
み
酸

素
と
の
反
応
を
遮
断
し
、
物
質

の
温
度
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
。

た
だ
し
コ
ン
セ
ン
ト
等
の
電
気

設
備
に
放
射
す
る
と
、
中
性
強

化
液
は
導
体
の
た
め
、
濡
れ
た

状
態
で
は
シ
ョ
ー
ト
す
る
。

※

日
本
に
設
置
し
て
あ
る
殆
ど
が

　

以
上
の
２
種
類
で
す
。

三
．
純
水…

純
水
は
不
導
体
の
た

め
、
精
密
機
器
の
消
火
に
も
使

用
で
き
ま
す
。
た
だ
し
基
盤
が

乾
燥
し
て
か
ら
の
通
電
を
推
奨

し
て
い
る
。

四
．
二
酸
化
炭
素…

炭
酸
ガ
ス
に

よ
り
、
酸
素
濃
度
を
低
下
さ
せ

消
火
す
る
。
ガ
ス
の
た
め
消
火

汚
損
は
な
い
が
、
地
下
や
閉
鎖

空
間
で
は
酸
欠
の
可
能
性
が
あ

る
た
め
使
用
で
き
な
い
。

五
．
機
械
泡…

泡
に
よ
り
火
災
を

包
み
窒
息
・
冷
却
・
抑
制
の
効

果
に
よ
り
消
火
す
る
。
泡
自
体

に
も
煙
を
吸
着
す
る
能
力
が
あ

る
。
た
だ
し
感
電
の
危
険
性
が

あ
り
通
電
し
て
い
る
物
に
放
射

し
て
は
い
け
な
い
。

六
．
金
属
火
災
用
放
射
器…

厳
密

に
は
消
火
器
で
は
な
い
が
、
金

属
が
酸
化
燃
焼
し
て
い
る
と
こ

ろ
に
泡
を
被
せ
鎮
静
化
さ
せ

る
。

一
．
火
災
を
発
見
し
た
ら
「
火
事

だ
！
火
事
だ
！
○
○
で
火
事

だ
！
」
と
周
囲
に
状
況
を
知
ら

せ
ま
す
。
状
況
を
全
体
に
知
ら

せ
る
こ
と
で
、
事
態
に
早
期
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
．
消
火
器
搬
送…

消
火
器
の
レ

バ
ー
（
ホ
ー
ス
や
放
射
口
の
反

対
側
）
を
下
か
ら
す
く
い
上
げ

る
よ
う
に
持
ち
上
げ
ま
す
。
重

い
場
合
は
脇
に
抱
え
る
と
走
り

易
い
で
す
。

三
．
安
全
確
認…

煙
や
粉
末
薬
剤

の
放
出
で
視
界
が
全
く
な
く
な

り
ま
す
。
必
ず
後
方
や
出
入
口

や
退
避
路
・
誘
導
灯
（
矢
印
や

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
）
を
確
認
。
火

元
と
３
ｍ
以
上
距
離
を
置
く
。

四
．
消
火
器
の
使
用
方
法（
ピ
ン
・

ポ
ン
・
パ
ン
）

・
ピ
ン…

安
全
ピ
ン
を
上
に
引
き

抜
く
。

・
ポ
ン…

ホ
ー
ス
の
先
端
を
持
ち
、

ポ
ン
と
引
き
抜
き
火
元（
下
方
）

へ
向
け
る
。
先
端
を
持
つ
こ
と

で
、
薬
剤
の
放
射
操
作
を
容
易

に
す
る
。

・
パ
ン…

上
の
レ
バ
ー
を
強
く
握

り
込
み
、
薬
剤
を
勢
い
よ
く
放

出
す
る
（
パ
ン
）。

五
．
消
火
方
法　

・
火
元
の
下
限
を
ほ
う
き
で
掃
く

よ
う
に
放
射
し
間
合
い
を
詰
め

な
が
ら
最
後
ま
で
薬
剤
を
出
し

切
る
。

・
複
数
本
の
消
火
器
で
十
字
砲
火

の
よ
う
に
消
火
す
る
と
効
果
的

・
屋
外
で
あ
れ
ば
風
上
か
ら
風
下

へ
向
か
っ
て
放
出
す
る
。

・
油
が
燃
え
て
い
る
場
合
、
至
近

距
離
で
放
出
す
る
と
火
の
粉
が

周
囲
に
拡
散
さ
れ
て
し
ま
う
た

め
、
必
ず
充
分
な
距
離
を
と
っ

て
放
出
す
る
。

・
Ａ
Ｂ
Ｃ
粉
末
と
強
化
液
が
あ
る

場
合
は
、
強
化
液
を
浸
透
さ
せ

た
後
、
粉
末
で
蓋
を
す
る
と
再

燃
の
可
能
性
が
低
く
な
る
。

・
車
両
の
エ
ン
ジ
ン
ル
ー
ム
が
燃

え
て
い
る
場
合
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト

等
を
全
て
開
放
せ
ず
、
隙
間
に

ホ
ー
ス
等
を
差
し
込
み
放
出
す

る
。（
室
内
に
侵
入
で
き
な
い

場
合
も
効
果
的
）

・
片
手
が
負
傷
等
で
使
え
な
い
場

合
、
ホ
ー
ス
を
レ
バ
ー
の
上
で

握
り
込
み
放
出
す
る
。

六
．
初
期
消
火
失
敗
の
判
断…

火

災
が
自
分
の
背
丈
と
同
等
に
な

っ
た
時
や
、
壁
面
・
天
井
に
燃

え
移
っ
た
場
合
は
、
消
火
器
の

能
力
で
消
火
す
る
の
は
難
し
い

の
で
直
ぐ
に
避
難
や
避
難
指
示

を
行
う
。

　

今
後
も
大
き
な
台
風
や
、
水
害

お
よ
び
地
震
等
の
発
生
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
被
害
を
拡
大
さ
せ

な
い
た
め
に
は
、
二
次
災
害
の
発

生
を
予
測
し
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
を
各
ご
家

庭
等
で
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
今

後
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
災
害
に

備
え
て
い
た
だ
き
自
分
の
身
や
家

族
・
財
産
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

〜
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
え
ば
後
遺
症

減
〜

　

死
に
至
る
可
能
性
の
高
い
危
険

な
不
整
脈
「
心
室
細
動
」
を
病
院

外
で
お
こ
し
て
倒
れ
た
人
に
、
周

囲
の
人
が
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
で
心
肺
蘇
生
を
試
み

た
場
合
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま

で
に
心
肺
が
再
開
し
な
か
っ
た
と

し
て
も
、
そ
の
後
の
脳
障
害
に
よ

る
後
遺
症
を
減
ら
せ
る
可
能
性
が

あ
る
。
こ
ん
な
研
究
結
果
を
国
立

循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー
（
大
阪

府
吹
田
市
）
な
ど
が
ま
と
め
、
令

和
元
年
12
月
18
日
、
発
表
し
た
。

自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
な

る
割
合
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
わ
な
か
っ

た
場
合
の
1.5
倍
だ
っ
た
と
い
う
。

〜
心
臓
疾
患
が
原
因
で
亡

く
な
る
人
は
、
突
然
死
が

多
い
〜

　

研
究
チ
ー
ム
に
よ
る
と
、
国
内

で
年
間
約
３
万
人
が
誰
か
が
居
合

わ
せ
た
状
況
で
、
突
然
、
心
臓
が

止
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
約
６
割
が

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
対
象
と
な
る
心
室
細
動

が
原
因
だ
と
い
う
。

　

研
究
チ
ー
ム
は
総
務
省
消
防
庁

の
デ
ー
タ
（
２
０
０
５
〜
２
０
１

５
年
）
を
も
と
に
居
合
わ
せ
た
市

民
が
心
肺
蘇
生
を
試
み
た
が
、
救

急
隊
到
着
ま
で
心
室
細
動
が
続
い

て
い
た
２
万
７
千
人
例
を
解
析
。

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸
を

さ
れ
て
い
た
約
２
万
５
千
例
と
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
も
併
用
さ
れ
て
い
た
約
２

千
例
で
、
30
日
後
に
ど
れ
だ
け
後

遺
症
が
少
な
く
自
立
し
た
生
活
が

送
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
調

べ
た
。

　

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
や
人
工
呼
吸

の
ケ
ー
ス
で
は
23
％
だ
っ
た
の
に

対
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
併
用
し
た
ケ
ー

ス
は
38
％
と
約
1.5
倍
だ
っ
た
。
研

究
チ
ー
ム
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
音
声
ガ
イ

ド
に
従
っ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
や
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
続
け
る
こ

と
で
、
質
の
高
い
心
肺
蘇
生
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
分
析
し
て
い
る
。

〜
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
割
合
と

課
題
〜

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
２
０
０
５
年
ご
ろ
か

ら
普
及
し
始
め
、
鉄
道
の
駅
や
オ

フ
ィ
ス
、
商
業
施
設
な
ど
に
計
約

60
万
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
み

ら
れ
る
。

　

だ
が
、
市
民
が
居
合
わ
せ
た
状

況
で
、Ａ
Ｅ
Ｄ
が
使
わ
れ
た
割
合

は
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

今
回
の
研
究
結
果
か
ら
、
救
急

隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
、
ま
ず
は

現
場
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
い
っ
て
、

使
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

ま
た
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
現
場
で
使
え
る

市
民
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
と
言

え
る
の
で
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
解
説

Ａ
Ｅ
Ｄ
解
説

　　（５）



木更津市新消防本部
    開設のお知らせ
令和元年 9月 1日より新消防本部が
スタートいたしました。

全景

内部 玄関

全
団
員
研
修

　

平
成
31
年
４
月
28
日
（
日
）
に

全
団
員
研
修
を
開
催
い
た
し
ま
し

た
。

　

各
部
新
体
制
の
も
と
、
団
員
の

役
職
・
役
割
別
に
分
か
れ
、
団
員

の
職
務
及
び
心
得
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

　

幹
部
研
修
で
は
部
長
以
上
を
対

象
に
消
防
団
幹
部
と
し
て
物
事
を

深
く
見
通
し
本
質
を
と
ら
え
、
優

れ
た
判
断
力
を
養
い
、
ま
た
団
員

の
士
気
高
揚
を
図
る
た
め
の
心
得

を
学
び
ま
し
た
。

3

2

1

6

1

2

3

1

1

2

5

2

7

24

3

25

52

種 別 計1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 ９月 10月 11月 12月

建 物

車 両

その他

合 計

2019年火災件数（木更津市）

 3 2 3 1 2  1 2

     1   

 9 1 2 3   1 3

 12 3 5 4 3 0 2 5

　

機
関
講
習
で
は
消
防
ポ
ン
プ
及

び
消
火
栓
の
取
扱
い
等
を
学
び
、

火
災
出
動
等
の
際
に
必
要
な
知
識

と
技
術
を
習
得
し
ま
し
た
。

　

規
律
訓
練
で
は
新
入
団
員
を
は

じ
め
と
す
る
団
員
が
各
小
隊
に
分

か
れ
、
規
律
保
持
と
気
力
の
充
実

を
図
る
た
め
の
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
防
火
・
防
災

の
啓
発
活
動
を
目
的
と
し
て
発
足

し
た
清
和
大
学
、
木
更
津
高
専
、

東
邦
大
学
の
学
生
で
構
成
さ
れ
て

い
る
機
能
別
分
団
学
生
部
も
訓
練

に
参
加
し
、
消
防
団
に
と
っ
て
組

織
の
活
性
化
、
次
世
代
の
担
い
手

育
成
な
ど
様
々
な
効
果
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

（６）　　



君
津
支
部

　
消
防
操
法
大
会

君
津
支
部

　
消
防
操
法
大
会

大
会
の
結
果

大
会
の
結
果

出
場
チ
ー
ム
紹
介

　

令
和
元
年
６
月
29
日
（
土
）
千

葉
県
消
防
協
会
君
津
支
部
主
催

「
第
40
回
君
津
支
部
消
防
操
法
大

会
」
が
袖
ケ
浦
長
浦
消
防
署
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、
消
防
操
法
の
普
及

向
上
と
士
気
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
千
葉
県
消
防
操
法
大
会
へ
の

出
場
を
選
抜
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
大
会
で
、
君
津
地
区
４
市
の

代
表
が
互
い
に
技
術
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部

に
４
分
団
３
部
（
久
津
間
）
と
、

小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
５
分
団
３
部

（
高
倉
・
草
敷
）
が
代
表
出
場
し

ま
し
た
。

　

時
折
、
雨
が
降
る
生
憎
の
空
模

様
の
下
、
各
部
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
す
べ
く
大
会
に
臨
み

ま
し
た
。　

　【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

最
優
秀
賞　
　

富
津
市
消
防
団

優
秀
賞　
　
　

君
津
市
消
防
団

第
３
位　
　
　

袖
ケ
浦
市
消
防
団

第
４
位　
　
　

木
更
津
市
消
防
団

　【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

最
優
秀
賞　
　

君
津
市
消
防
団

優
秀
賞　
　
　

袖
ケ
浦
市
消
防
団

第
３
位　
　
　

木
更
津
市
消
防
団

第
４
位　
　
　

富
津
市
消
防
団

《
最
優
秀
個
人
賞
》

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

２
番
員　
　
　

時
田　

裕
介

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

指
揮
者　
　
　

木
内　

章
夫

２
番
員　
　
　

曽
我　

洸
貴

《
ポ
ン
プ
車
の
部
》

４
分
団
３
部
（
久
津
間
）

▽
指
揮
者　
　

三
浦　

麻
希

▽
１
番
員　
　

三
浦　

慶
祐

▽
２
番
員　
　

時
田　

裕
介

▽
３
番
員　
　

岩
﨑　

弘
樹

▽
４
番
員　
　

泉
口　

高
広

▽
補
助
員　
　

飯
塚　

大
輔

《
小
型
ポ
ン
プ
の
部
》

５
分
団
３
部
（
高
倉
・
草
敷
）

▽
指
揮
者　
　

木
内　

章
夫

▽
１
番
員　
　

鎌
形　

章
広

▽
２
番
員　
　

曽
我　

洸
貴

▽
３
番
員　
　

加
藤　

慎
二

▽
補
助
員　
　

嶋
野　

寛
紀

《
部
長
コ
メ
ン
ト
》

４
分
団
３
部
長　

近
藤　

祐
基

　

我
々
は
操
法
支
部
大
会
出
場
に

向
け
て
約
３
ヶ
月
間
の
訓
練
を
経

て
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
２
番
員
が
個
人
賞
を

獲
得
出
来
た
事
が
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

　

仕
事
や
私
生
活
が
あ
る
中
で
訓

練
に
注
力
す
る
こ
と
は
大
変
で
す

が
、
要
員
を
は
じ
め
、
４
分
団
の

団
員
や
そ
の
家
族
等
に
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
な
が
ら
も
、
多
く
の

方
々
に
ご
協
力
頂
い
た
こ
と
に
対

し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

 

個
人
賞
　
２
番
員　

時
田　

裕
介

　

支
部
大
会
に
向
け
、
３
ヶ
月
間

の
訓
練
は
と
て
も
大
変
で
し
た
が

４
分
団
の
ご
協
力
や
消
防
職
員
の

ご
指
導
の
お
陰
で
個
人
賞
を
頂
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
今
後
の
消
防
活
動
、

地
域
防
災
に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。

《
部
長
コ
メ
ン
ト
》

　

５
分
団
３
部
長　

加
藤　

祐
輔

　

今
回
木
更
津
市
の
代
表
と
し
て

支
部
大
会
へ
出
場
さ
せ
て
頂
き
、

僅
差
で
の
非
常
に
悔
し
い
結
果
で

し
た
が
、
個
人
賞
を
２
人
も
取
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

約
２
ヶ
月
に
渡
る
厳
し
い
訓
練

で
し
た
が
、
消
防
職
員
の
方
々
に

よ
る
熱
心
な
ご
指
導
、
そ
し
て
５

分
団
を
始
め
と
し
た
消
防
団
、
地

元
区
長
、
後
援
会
の
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
が
あ
っ
て
の
大
会
で

し
た
。

　

こ
れ
を
通
じ
て
改
め
て
５
分
団

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
団
結
力
の
良

さ
が
増
し
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
経
験
を
地
域
防
災
、
消
防
団

活
動
に
生
か
し
、
来
年
度
こ
そ
は

県
大
会
出
場
を
果
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

個
人
賞
　
指
揮
者　

木
内　

章
夫

　

消
防
職
員
、
５
分
団
の
方
々
の

お
陰
で
念
願
の
個
人
賞
を
獲
得
で

き
ま
し
た
。
５
分
団
１
部
、
２
部

の
皆
さ
ん
の
手
伝
い
に
よ
り
、
充

実
し
た
練
習
を
行
え
た
こ
と
が
結

果
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

個
人
賞
　
２
番
員　

曽
我　

洸
貴

　

消
防
職
員
の
方
々
の
熱
心
な
ご

指
導
、
５
分
団
の
皆
様
の
ご
協
力

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
と
れ
た
個

人
賞
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　　（７）



春 季 防 演 習消
　

令
和
２
年
２
月
９
日
（
日
）
木

更
津
市
消
防
本
部
と
木
更
津
市
消

防
団
に
よ
る
春
季
消
防
演
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
演
習
は
、
激
増
か
つ
複
雑

多
様
化
す
る
災
害
に
対
処
す
る
た

め
、
消
防
団
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
等
に
基
づ
き
、
消
防
団
員
の
参

集
訓
練
、
情
報
伝
達
訓
練
及
び
大

規
模
火
災
対
応
訓
練
を
実
施
し
実

災
害
活
動
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、

相
互
の
連
携
強
化
と
士
気
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
寒
空
の
下
、
市
内
３
ヶ
所

【
旧
市
役
所
駐
車
場
】【
矢
那
ダ
ム
】

【
見
立
海
岸
潮
干
狩
り
場
駐
車
場
】

で
地
区
毎
に
考
案
さ
れ
た
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。
各
訓
練
場
で
は

暴
風
雨
に
よ
る
漏
電
が
原
因
の
火

災
消
火
、
河
川
増
水
に
対
す
る
土

嚢
作
成
、
設
置
、
倒
木
撤
去
を
想

定
し
た
チ
ェ
ン
ソ
ー
講
習
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

今
後
も
演
習
訓
練
を
重
ね
て
消

防
団
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（８）　　

令和2年2月9日㈰


